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令和 3 度事業報告書 令和 3年 6月 1日から令和 4 年 5月 31 日まで

                          特定非営利活動法人 竹の学校

１ 事業の成果

放置竹林整備作業、伐採竹の有効活用、タケノコの伝統栽培の継承を通じ、長岡京市の竹林美

化活動とその啓発活動に寄与することができた。

２ 事業の実施に関する事項～特定非営利活動に係る事業

① 事業名 放置竹林整備事業

実施日時 実施場所
従事者の

人数

受益対象者

の範囲・人数

事業費の金額

（概算）

毎水・土曜日

9時～12時

長岡京市長法寺竹林、

こらさ竹林及び寂照院竹林 延べ 450名 約 50名 約 373 千円

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事

業

内

容

【目的】

  放置竹林を整備し、水資源の涵養、竹林の環境美化活動に貢献する。

【内容】

現在、放置竹林は 12.6 千㎡を管理。放置竹林の枯れ竹処理と定期的に間伐作業を実施。

また、タケノコの切り倒しを実施。一部竹の世代交代のためタケノコを育成検討する。

1. 長法寺Ｂ竹林～バス通りに面する。面積 3 千㎡

維持管理を始めてから 13 年となり竹林として景観を維持ができている。

定期的に枯れ竹の間伐で維持管理実施。今年はタケノコの豊作年のため処理

が遅れ、後処理に時間を要した。来年は早めに処理を実施する。

2. 長法寺Ｃ竹林～面積 1千㎡

長法寺Ｃ竹林は定期的に間伐とタケノコの処理を実施している。今期はタケノ

コを全部処理した。一部は地主様の要求でもみじ、山桜を残した。

3. こらさ竹林～面積 7千㎡

景観を良くするため、定期的に枯れ竹の間伐、搬出と一部の伐採竹の焼却作業

を実施。さらに竹をチップ化してタケノコ畑の肥料に活用した。

今年は、茨木高校生が体育祭に竹材利用と作業応援に来る予定だったが、コロ

ナ禍のため竹材（径 13cmＸ4m 200 本）は竹の学校で間伐して製作し搬出応援を

して頂いた。タケノコは豊作年のため異常に出たが、全部処理をした。

今後も間伐とタケノコ処理を継続してゆく。

4. 寂照院竹林～面積 1．0 千㎡

今期から放置竹林整備として管理。道路側の枯れ竹を処理して竹穂垣を作り、竹

林内の間伐作業を実施、景観保全に寄与出来た。今後継続的に管理することで景

観維持が可能になると思います。

5. その他

     光風美竹通りの南側の竹林約 3.0 千㎡を景観保全のため枯れ竹の処理と雑草

処理実施。管理たけのこ畑周辺の景観美化に貢献。

【活動の成果と課題】

管理竹林整備面積を維持し、水資源の涵養に寄与し、周辺の環境美化に貢献。

活動を継続するため、世代交代に取り組むと共に、会員を増やし若返りを図っていく。

（法第２８条第１項関係様式「前事業年度の事業報告書」）



② 事業名 伐採竹の有効活用

実施日時 実施場所
従事者の

人数

受益対象者

の範囲・人数

事業費の金額

（概算）

毎水・土曜日

9時～12時

長岡京市長法寺竹林、

こらさ竹林及び寂照院竹林
延べ 450名

企業・学校

約 50名
約 4千円

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事

業

内

容

【目的】

  放置竹林の整備に伴う、大量の伐採竹の処理を焼却以外の有効利用の模索。

【内容】

今期は竹炭製作と茨木高校体育祭用に竹提供が出来た。良質の竹炭作りを実施。80ｋ

ｇの竹炭が出来頒布先模索。 竹チップ、竹穂の活用にも活用用途を拡大する。

① 七夕、門松用竹提供

寺田中学校、太鼓山自治会、東山自治会、

せきゅりてぃ・ブランケット（保育園）、マムフローラ（介護施設）等

  真竹 30 本

② 茨木高校竹提供

    体育祭用    竹 4m✕200 本、真竹 4m✕9 本

③ 紋珠様用に竹炭製作の竹提供

  ドンボ（親竹伐採） 2 トンロング 3台分

竹の穂先 24束

④ 地域の農業用（土壌改良用）に竹炭を提供

石田ファーム     軽トラ 1 台分

大原野（大西）ファーム 軽トラ 1台分と土のう袋 10 袋分

⑤ 地域の農業用（土壌改良用）に竹チップ利用

  竹の学校竹林（検討用） 約 1 ㎥

⑥ イベント用に竹提供

  竹あかりライトアップイベントに協力 竹灯ろう 100 本製作・提供

  竹プランター設置事業に協力  竹プランター 14 個製作

【活動の成果と課題】

今期はコロナ禍でイベントが中止になり竹使用減少。竹チップはたけのこ畑の作

業効率アップと有機肥料に使用した。

チッパーの燃料代コストが課題だが、今後も竹有効利用の拡大を進める。



③ 事業名 たけのこ伝統栽培の保存継承

実施日時 実施場所
従事者の

人数

受益対象者

の範囲・人数

事業費の金額

（概算）

毎水・土曜日

9時～12時

長岡京市長法寺竹林、

および明神前竹林
約 1000人

約 90名

(エコグループ)
約 439 千円

 
 
 
 
 
 
 

事

業

内

容

【目的】

京都式軟化栽培法の継承により、美しい竹林を維持。

エコツアー受け入れによって、竹林を開放し、美化活動への啓発に寄与する。

【内容】

  対象はタケノコ畑の管理竹林の長法寺 A竹林～面積 4千㎡と明神前竹林～2千㎡

一連の作業（新竹の先止め・下草刈・施肥・ワラ敷き･土入れ）を実施。

タケノコ栽培が環境保全・水資源涵養につながることをエコツアー体験者に「竹

林講座」の講義で説明。

〔主な共同作業〕

① ５月 先止め、お礼肥～タケノコ掘りが終わったあと

② ７月 お礼肥、下草刈、サバエ刈り

③ ９月 親竹の更新

④ １０月 稲わら収集～長岡京市内

⑤ １１月 施肥・ワラ敷き

⑥ １２月 土入れ～バックフォー、運搬車投入（2日間）

⑦ ４月 タケノコ掘り

【活動の成果と課題】

今年度は表年だが裏年の昨年より少し遅れた初堀りとなり、不安なスタートであ

ったが周辺のタケノコ畑よりは恵まれた収穫となった。

A竹林は昨年比 30%アップの収穫量となったが、1昨年の表年より 20%ダウンであ

り、原因を調べる必要がある。4年目を迎える明神前竹林の収穫量は品質も良くな

り１昨年比 20％アップして順調に育っている。

収穫した両竹林のタケノコ約 2,400kg(前年比＋430kg）で、会員への頒布には十

分な量となった。また 3～4月のエコツアー体験客は例年並みとなった。

会員・エコツアー体験者に安価でタケノコを頒布することで活動を維持。

会員には昨年より B級品を大幅に安価でタケノコを頒布、エコツアー体験者には

昨年同様 2割程度の負担増頂いた。

年々高齢化していく中での作業（土入れの運搬作業）の負担の対策として、土入

れ作業にバックフォーを投入しているが、明神前竹林に 1日投入して作業を終わら

せ、A竹林は経費節減のため１日投入で土入れ作業を半分にして残り分の土を山に

積んでもらい、自分達で土の山から土採りするつもりであったが、次の作業日まで

に雨が降り土の山が固まってしまい、結局バックフォーで再投入することになっ

た。3作業日で済ませて、無事年内に終了することが出来た。来期はもう一度バッ

クフォーの 2日投入をトライする。

●明神前竹林は肥料の投入量を増やして A竹林に近い収穫量になった。収穫量アッ

プは頒布の維持に貢献した。タケノコ掘りが後手に回らないように、今年は作業日

の前半を明神前竹林で、後半を A竹林と 2部制にして収穫、A竹林に集荷するやり

方をトライした。明神前竹林分の集荷遅れが無くなり、出荷業務が改善された。

さらに、大量に出る中掘りタケノコと掘り遅れたタケノコを大釜で茹でタケノコ

にすることによって、ご近所に引き取って貰う量が増加した。



    ④  事業名 地域活動／竹工芸・竹林のオープン

実施日時 実施場所
従事者の

人数

受益対象者

の範囲・人数

事業費の金額

（概算）

農閑期の毎土曜日

（6～9、1～3 月）

9 時～12時

長岡京市

長法寺竹林の作業場
約１２0 人

展示会に来場の

一般の市民

約 500 人

約 18千円

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事

業

内

容

【目的】

竹林の伐採竹の孟宗竹を使った竹行灯等の製作、および作品を市内イベントで展

示、また、各種団体、個人の見学、竹林作業の体験を受け入れ等で地域活動に貢献

して、啓発活動に寄与するとともに、会員勧誘活動につなげていく。

【内容】 主に竹林の農閑期を利用して、定期活動日に会員有志で活動。

・06/12（土）福祉連合会と竹林管理懇談～長法稲荷前の竹林の駐車スペース作り等

・07/21（水）,05/15（日）地元の農家の草刈り行事に同期～明神前竹林周辺

・10/13（水）東大大学院生（中国からの留学生）来訪～A竹林

卒研のために各地の竹林整備の実情をヒヤリング

・11/06（土）,11/13（土）京都大学生 坂口さん来訪～A竹林

放置竹林の増加に関心、ボランティア活動にも参加

・10/03（日）,11/07（日）ものづくり市出店（女子会）9:00～バンビオ公園

竹林整備啓蒙を兼ねて「竹林からのおくりもの」を展示・頒布

・11/07（日）森林ボランティアイベント応援～西代里山公園裏の竹林

・11/10（水）長岡中学１学年の竹の総合学習講師（稲岡）～長岡中学

・11/13（土）地域の緑化と特産の竹を生かしたにぎわいづくりに協力

竹プランター14台製作とプランターへ花の苗植え

・11/20（土）枚方里山の会の見学）～A竹林

主にタケノコ栽培について知りたいということで、ケノコ栽培の歴史と

現状まで説明。こちらの孟宗竹に対し、先方は真竹とのことでしたが。

・11/28（日）13th 環境フェア～今期もコロナウイルスのためデジタル化行事に対応

      市役所の HP に竹の学校紹介文が掲載

      2 年続けて FM おとくに特番で竹の学校の環境への取り組み内容等を発信

・01/24（月）NHK BS プレミアム「ワイルドライフ」放映、BDも発売

      1 年間竹、学校管理竹林で撮影に協力しました。

・02/03（水）長法稲荷神社初午祭礼参列〜長法稲荷

・03/24（木）「フラットね ながサポ」へ PICK UP 欄投稿（稲岡）

・04/03（日）ものづくり市・タケノコ試販（女子会）～バンビオ公園

・04/07（木）ABC テレビ「news おかえり」放映～A竹林でタケノコ掘り

「行っとこ FU－FU」長岡京編が 3/17 に撮影、何とか数本掘れました。

・04/20（水）, 04/25（月）神足小学校とやよい工房へタケノコ提供

・04/22（金）セキュリティぶらんけっと園児の竹林体験

・05/08（日）長岡京ジャズライブ応援～竹あんどん展示

・05/27（金）京都芸術大生来訪～竹の卒業記念品の相談

【活動の成果と課題】

今回で NHK BS プレミアム 番組撮影・放映が「美の壺」「ニッポンの里山」に続

き 3件目！となり、インターネットを通じて広報活動が実ってきている。また、会

員皆様の勧誘により会員が増えた。

これからも、広報の重点を会員募集におくようにしていく。

本年度は新型コロナウイルス感染対策のため、各種地域活動への参加や、作品評

価も高く、展示会への期待度も高い竹あんどんのイベントへの作品展示や、見学受

け入れ等は減少した。ABC テレビ「news おかえり」放映により、コロナの感染が落

ち着いていた 4月の１エコツアーの人数は、例年並みに持ち直した。



科    目　 金 　　　　　  額 (単位:円）
Ⅰ 経常収益
　　１．会費
　　　　　正会員受取会費 31,000
　　　　　入会金 4,000 35,000
　　２．寄付金
　　　　　受取寄付金 432 432
　　３．受取助成金
　　　　　⾧岡京水資源対策基金 200,000 200,000
    ４．事業収益
　　　（１）筍栽培事業
　　　　　     会員筍頒布料 400,450
　　　       　発送料、箱代 146,000
　　　　     　エコ頒布料 201,000
　　　　　     入山協力金 44,000 791,450
　　　（２）放置竹林整備事業 0
　　　（３）竹材有効活用事業 0
　　　（４）地域活動
　　　　　     竹材活用品提供協力金 43,100
　　　　　     協賛協力金 43,100
    ５．その他収益
　　　　　雑収入 14,941 14,941
　　 経常収益計 1,084,923

Ⅱ 経常費用
　　１．事業費
　　　（１）人件費
　　　　　　人件費計 0 0
　　　（２）その他経費
　　　　　　賃借料 2,400
　　　　　　委託料 284,130
　　　　　　材料費 95,300
　　　　　　消耗備品 66,706
　　　　　　補修費 4,400
　　　　　　交通費 280
　　　　　　労務費 31,768
　　　　　　車両費 163,980
　　　　　　消耗品費 176,658
　　　　　　雑費 9,000
　　　　　  その他経費計 834,622
　　　　 事業費計 834,622
　　２．管理費
　　　（１）人件費
　　　　　　人件費計 0
　　　（２）その他経費
　　　　　　地代家賃 111,600
　　　　　　宣伝広告費 13,200
　　　　　　水道光熱費 2,000
　　　　　　通信費 1,512
　　　　　　福利厚生 18,000
            租税公課 0
　　　　　　交通費 55,140
　　　　　　印刷費 1,126
　　　　　　交際費 4,970
　　　　　　事務費 28,582
　　　　　　雑費 32,421
　　　　　　会議費 0
　　　   　 その他経費計 268,551
　　　　 管理費計 268,551
　　　経常費用計 1,103,173

　　　当期正味財産増減額 -18,250
　　　　 前期繰越正味財産額 845,018
　　   　次期繰越正味財産額 826,768

　　　 　2021年６月１日から2022年５月31日まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人　竹の学校

2021年度(令和3年）　活動計算書



（単位:円）

Ⅰ　資産の部

１．流動資産

現      金 74,664
普通預金　

ゆうちょ銀行 71,843
京都銀行 626,411
JAバンク 53,850

流動資産合計 826,768
２．固定資産

固定資産合計 0 0
資産合計 826,768

Ⅱ　負債の部

１．流動負債

前受金 0
流動負債合計 0

２．固定負債

⾧期借入金 0
固定負債合計 0

負債合計 0

正味財産合計 826,768

監事 印

監事 印

2021年度(令和3年)　財産目録
2022年5月31日　現在

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人　竹の学校

科    目　・　適　用 金      額

特定非営利活動促進法 第18条の規定に基づき、令和3年6月1日から令和4年5月31日

までの事業年度に関わる財産の状況を監査いたしました。

監査の方法は、会計帳簿及びこれに関する資料を調査し、該当事業年度に関わる財産目録、

貸借対照表及び活動計算書について検討いたしました。

監査の結果、財産目録、貸借対照表及び活動計算書は、当法人の財産の状況を適正に表

示しているものと認めます。



法第28条第１項「前事業年度の計算書類（貸借対照表）」

特定非営利活動法人　竹の学校
（単位:円）

科目
Ⅰ 資産の部
１．流動資産
現金預金 826,768
流動資産合計 826,768

２．固定資産
有形固定資産
有形固定資産計 0
無形固定資産
無形固定資産計 0
投資その他の資産
投資その他の資産計 0

固定資産合計 0
資産合計 826,768

Ⅱ 負債の部
１．流動負債
前受金 0
流動負債合計 0

２．固定負債
⾧期借入金 0
固定負債合計 0

負債合計 0
Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産 845,018
当期正味財産増減額 -18,250

正味財産合計 826,768
負債及び正味財産合計 826,768

（３）

令和3年度　貸借対照表

令和4年5月31日現在

金額

（１）

（２）

本書は当法人の貸借対照表に相違ありません

特定非営利活動法人 竹の学校

理事⾧ 稲岡 利春



 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 



金 　　　　　  額 (単位:円）
Ⅰ 経常収益

１．会費
正会員受取会費 34,000
入会金 2,000 36,000

２．寄付金
受取寄付金 50,000 50,000

３．受取助成金
⾧岡京水資源対策基金 200,000 200,000

４．事業収益
(1）筍栽培事業

会員筍頒布料 400,000
発送料、箱代 150,000
エコ頒布料 200,000
入山協力金 40,000 790,000

(2）放置竹林整備事業 0 0
(3）竹材有効活用事業 0 0
(4）地域活動

竹材活用品提供協力金 40,000
協賛協力金 0 40,000

 ５．その他収益
雑収入 80,000 80,000

経常収益計 1,196,000

Ⅱ 経常費用
１．事業費
（１）人件費

人件費計 0 0
（２）その他経費

賃借料 10,000
委託料 300,000
材料費 120,000
消耗備品 70,000
補修費 50,000
交通費 20,000
労務費 50,000
車両費 170,000
消耗品費 200,000
雑費 10,000
その他経費計 1,000,000

事業費計 1,000,000
２．管理費
（１）人件費

　　　　　　人件費計 0
（２）その他経費

地代家賃 120,000
宣伝広告費 13,000
水道光熱費 2,000
通信費 2,000
福利厚生 17,000
租税公課 0
交通費 60,000
印刷費 5,000
交際費 5,000
事務費 5,000
雑費 30,000
会議費 3,000
その他経費計 262,000

管理費計 262,000
経常費用計 1,262,000

当期正味財産増減額 -66,000
前期繰越正味財産額 826,768
次期繰越正味財産額 760,768

2022年度(令和4年）　活動予算書
　　　 　2022年6月1日から2023年5月31日まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人　竹の学校
科    目　




